
◎ 調査の目的
本調査は、本市立学校児童生徒の学力向上を目的として行っているものです。本調査

を全学年の児童生徒、教職員、保護者を対象に継続して実施することにより、学校と家

庭が子どもの日々の生活・学びを振り返り、それぞれの役割において学力向上への意識

をさらに強くし、ともに学力向上をめざすための資料として活用するものです。

◎ 調査の概要
◇ 調査期間：各年度の12月～1月※毎年同時期に実施。

◇ 対象
・市立学校児童・生徒

・市立学校教職員

・小中学校、義務教育学校保護者

※（ 保護者に対するアンケートは協力を依頼する形で実施。）

◎調査の内容
・「生活リズム・意識に関すること」

・「学習に関すること」 等

◎ 分析の視点
調査開始の平成21年度と平成30年度から令和2年度の同時期(12月～1月)に実施し、

定点調査した結果を経年比較することで「学びのトライアル事業」による12年間の取

組みの成果と課題を明らかにするとともに、今後の取組みの方向性を示す。

◎ 留意点
ア．保護者に対しては、アンケートの提出は任意のものである。

イ．本調査は4段階で行われており、ほとんどの設問での回答が下記の4通りである。し

たがって、集計上は1と2の合計を肯定的回答、3と4の合計を否定的回答としてま

とめて分析を行っている。

（いくつかの設問は、この分類に沿わない。例：起床･就寝時間等）

1（している・あてはまる） 2（どちらかといえばしている・あてはまる）

3（どちらかといえばしていない・あてはまらない） 4（していない・あてはまらない）



55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

小4 小5 小6 中1 中2 中3

H30 R1 R2

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

小4 小5 小6 中1 中2 中3

H30 R1 R2

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

H30 R1 R2

児童・生徒対象アンケート（自己肯定感等について）

＊中学校の自己肯定感が高まりつつある。

＊コロナ禍による学校生活への影響が見られる。

A.の質問に肯定的な回答をした児

童生徒の割合は、小学校低学年より、

子どもの成長に伴い概ね減少してい

くが、中学校２年生・３年生では、や

や回復し、増加する傾向にある。

B.及びC.も同様の傾向があり、子

どもの発達に応じて減少していくも

のの、中学校３年生では回復する。

A.については、小学校１年生及び中

学校１年生の結果が昨年度より減少

している。B.及びC.についても中学

校１年生の結果が昨年度より減少し

ている。

要因としては、今年度は、コロナウ

ィルス感染拡大防止の観点から４月

から５月まで臨時休校、そして分散登

校を経て、学校生活が始まったので、

例年と大きく違う学校生活の始まり

が影響していると考えられる。

例えば、例年であれば、年度当初は、

集団づくりにじっくり時間をかける

ことができたが、今年度は、２か月程

遅れてのスタートだったので、さまざ

まな学校行事が精選または縮小され

た。

この結果から、今後も続くであろう

制限の中でも、児童生徒の自己肯定感

を育む各学年の中心取組みをはじめ

とした学校行事を効果的に実施して

いくことが求められる。

A.自分には、よいところがあると思いますか。

B.あなたは人の役に立っていると感じることがありますか。

C.将来の夢や目標をもっていますか。



F.英語の授業中に先生や友だちと英語を使って簡単

なコミュニケーションをとることができますか。
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D.及びE.においては、中学校１年生

以外の学年において、昨年度と同等ま

たは昨年度よりも増加している。特に

顕著なのが、小学校高学年と中学校３

年生である。

これらの結果の要因としては、①６
月からの学校再開ではあったが、各校

が、単に年度内に教育課程を終わらせ

るだけではない工夫したカリキュラ

ム・マネジメントを行ったこと、②年
度途中からではあるが、各校に導入さ

れたiPadを活用した授業展開がなさ

れたこと、③主体的・対話的で深い学
びの実現に向けて授業改善を推進し

ていること等が考えられる。

令和3年度からは、１人１台タブレ

ット端末を活用した授業研究を進め

ていくことが求められる。

F.は、いずれの学年でも昨年度より

増加している。

今年度からは、小学校高学年におい

ても外国語科は必修教科となり、中学

校では教師の英語使用や生徒による

言語活動の割合などが改善されてき

ている結果のあらわれだと考える。

今後も、外国語教育を通じて育成を

めざす資質・能力全体を貫く軸とし

て、特に他者とのコミュニケーション

の基盤を形成する観点を重視しつつ、

中学校においては、小学校の学びとの

接続を意識した授業改善を図る必要

がある。

児童・生徒、保護者、教職員（学習について）

＊小中ともに授業改善は進んでいる。

＊これまでの英語（活動）の積み重ねがあらわれている。

D.国語の授業内容はよく分かりますか。

E.算数（数学）の授業内容はよく分かりますか。



東大阪市教育委員会様式例

（様式は各校によって違います）

「キャリア・パスポート」は、児童生徒が自らの学習活動等の学びのプロセスを記述し振り返ることが

できるポートフォリオ的な「教材」で ①、今年度より全校・全学年で実施されている。児童生徒自らが記

録し、学期・学年・入学から卒業までの学習を見通し、振り返るとともに、将来への展望を図ることがで

②きるもの、おとな（家族や教職員、地域住民等）が対話的に関わることができるもの、この２つのポイ

ントを押さえつつ、学校が地域や児童生徒の実態に応じて創意工夫を凝らした様式となっている。ただし、

次の学年に持ち上がる際はＡ４版５枚以内（両面印刷可）にまとめてなければならない。学校間（進級時）

の引き継ぎは原則教師間で、校種間の引き継ぎは原則児童生徒を通じて行う。

令和２年度からの実施ということで、保護者にはまだまだ認識されていない現状だが、小学校４～６年

生では、肯定的回答率が６割を越えている。児童生徒が、自覚するまでに至っていない成長や変容に気づ

かせたり、そのような成長を遂げた自己を肯定的に認識できるようにするためには、おとな（家族や教職

員、地域住民等）による対話的な関わりが不可欠である。学校間、校種間の引き継ぎを確実に行い、学期

末等に行う個人懇談会等で「キャリア・パスポート」を積極的に活用し、児童生徒が学校、家庭及び地域

における学習や生活の見通しを立て、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたり

する肯定的な自己理解の契機としていくことが必要である。

対象 アンケート項目

小学校１～３年生「キャリア・パスポート」に書いたことについて、先生と話していますか。

小学校４～６年生
「キャリア・パスポート」を使って、これまでの成長を振り返ったり、学習を

見通したりしつつ、これからのことについて考えることができていますか。

中学校１～３年生
「キャリア・パスポート」を使って、これまでの成長を振り返ったり、学習を

見通したりしつつ、将来の展望をイメージすることができていますか。

教職員
「キャリア・パスポート」の記述をもとに、対話的に関わり（キャリア・カウ

ンセリング）、子どもの成長を促していますか。

保護者
子どもが小１から高３まで活用する「キャリア・パスポート」に書いた内容を

もとに、子どもと会話をしますか。

キャリア・パスポートに係る項目

＊キャリア・パスポートの保護者への周知という点にお

いては、課題が残る。
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対象：児童生徒

当たり前のように通学していた学校に通えない状況が続いた中で、児童生徒や各家庭の日常にとって学

校がどれだけ大きな存在であったかということが、改めて浮き彫りになった。そのような社会情勢の中、

上記の２項目における肯定的回答率が昨年度より増加している。

これは、本市においては、学校再開後には、限られた時間の中で学校における学習活動を重点化する必

要が生じたが、そのような中でも集団づくりの取組みや、感染症対策を講じた上で学校行事を行うための

工夫、協働的な学び合いなどに学校が取り組んだからだと考える。今後もこの強みに留意する必要がある。

対象：教職員

上記の３項目は、教職員対象アンケートを実施して以来、肯定的回答が最も高くなった。これは、学

校の臨時休業に伴う問題や懸念が生じたことにより、学校は，学習機会と学力を保障するという役割の

みならず、子どもたちの発達・成長を保障する役割や、人と安全・安心につながることができる居場所・

セーフティネットとして身体的、精神的な健康を保障するという福祉的な役割をも担っていることを教

職員が再認識したためと考える。今後も学校が子どもたちにとって、心身ともに“ ”安らぎのある場で

あるように取り組んでいく必要がある。
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コロナ禍における学校の存在意義
＊児童生徒及び教職員が学校の役割を再認識できた。

＊教職員は児童生徒の安心安全に最大限配慮することに努めた。

学校に来るのは楽しいですか。 普段の授業では、やる気をもって授業に取り組んでいますか。

学校は、子どもの健康や安全について

充分配慮していますか。

あなたは、子どもが学校へ来ることが楽

しいと思える取組みを進めていますか。

学校は、子どもの悩みや相談に応じる

体制を整えていますか。
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